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次の問題１～４の中から、１つ選んで答えなさい。 

 

 

問題１  

国境の「塀」があたかも国内の県境のように低くなって、ヒト、モノ、カネ、情報が地球

規模で自由に行き来する経済のグローバル化は、「光」と「影」の両面を持っていると言われ

ています。経済のグローバル化の現状について論じなさい。 

 

 

問題２ 

 マイケル・タッシュマン（Michael Tushman）とチャールズ・オライリー（Charles O'Reilly）

らによって提唱された「両利きの経営」（Ambidextrous Organization）という考え方につい

て、その概要を説明しなさい。また、なぜ、企業がいま特に「両利きの経営」に注力するべ

きなのか、その理由を説明しなさい。 

 

 

問題３ 

資産、負債はその流動性、債務弁済能力の観点からそれぞれ大きく二つに分類される。そ

のそれぞれ二つの資産、負債が①どのようなものであるかを簡潔に具体例も交えて説明した

うえで、②その分類基準（二つ存在する）が「企業会計原則」においてどのように適用され

ているかを説明しなさい。 

 

 

問題４ 

大規模言語モデル（Large Language Model）が我が国産業の DX（デジタルトランスフォ

ーメーション）に与える影響について、一つの産業分野をとりあげて、可能な限り具体的に

論じなさい。 

  



 

 


